
第３８３回 東京大学図書行政商議会議事要旨 
 

 
日  時  平成１９年７月２７日（金） １０：００～１１：３５ 
場  所  総合図書館３階 大会議室 
出 席 者  ＜委員長＞西郷和彦 ＜副委員長＞廣瀬久和 ＜委 員＞大江和彦、山田一郎、藤原克己、 

柴橋博資、長澤寛道、小幡道昭、鹿児島誠一、根本 彰、新井洋由、斎藤 毅、馳澤盛一

郎、土肥健純、辻本 篤（代）、三宅健介、佐藤比呂志、池本幸生、加瀬和俊、畑中研一、

久留島典子、安田直樹（代）、金道浩一、木暮一啓、堀 浩一   ※(代)は代理出席者       

＜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ＞石井洋二郎、三谷啓志、米澤明憲、武川正吾 
欠 席 者  多羽田哲也 
列 席 者   星野雅英、栃谷泰文、関川雅彦、藏野由美子、市村櫻子、中井雪子、森 啓介、合田美惠

子、風巻利夫、高嶋秀介、吉田左貴子、高杉泰穂、前田哲男、濱田悟、石川一樹、本多 玄、

飯塚亜子、藤田英子 
 

配布資料  １．第３８２回図書行政商議会議事要旨 
      ２．学習基盤整備のための全学学生用図書費の恒常化について（案） 
      ３．駒場キャンパス図書課の運営体制（案） 

  ４．東京大学総合図書館国際資料室規則 
      ５．東京大学総合図書館国際資料室利用規則 

  ６．「新たな評価制度」職種別予定表（案） 
  ７．附属図書館サービス特別委員会議事次第 
  ８．平成１９年度柏図書館運営委員会議事次第 

      ９．平成１９年度附属図書館特別展示会の企画について（案） 
     １０．Google Library Projectの最近の動向について 
 
＜開 会＞ 
・西郷委員長の主宰のもとに開会した。 
・代理出席者の紹介があった。 

 
＜議 事＞ 
１．前回議事要旨の確定 
  西郷委員長から、第３８２回議事要旨を資料１のとおり確定し、ホームページで公開した旨報告が

あった。 
 
２．協議事項 
（１）学習基盤整備のための全学学生用図書費の恒常化について  
関川課長から、資料２にもとづき説明があった。 

  意見交換では、次のような意見がだされた。 
 ・学生用図書費は「効率的な投資という観点から総合図書館、駒場図書館、柏図書館に措置される



ことを前提」としているが、加えて「部局図書館（室）にバランスよくサービスを提供するように

使う」というならば、部局としてさらに賛同しやすくなる。 
 ・事業部局として総合図書館のバックアップをするために、部局図書館（室）の学生用図書の充実

にも、その予算が配分されるように考えていただきたい。部局としてのバックアップも非常にしや

すくなる。 
・部局でも、学生のために図書は買っている。学生用図書の定義はどのようにしているのか。 
 ・３図書館だけではなく部局図書館（室）の実情も考慮して、学生用図書の配置を部局図書館（室）

にすることもお考えいただきたい。 
・資料３にある「効率的な財源投資という観点から総合図書館、駒場図書館、柏図書館に」という

表現は、部局図書館（室）に置くことが不効率とも読めるので、この文言はお考えいただきたい。 
  西郷委員長から、ご意見は検討させていただくとして、基本骨子についてはお認めいただきたい

旨発言があり了承された。また、ご意見を反映させた文案を、委員の方にメールでお送りするので、

最終的にご同意いただきたいこと及び９月末までには署名をいただきたい旨発言があった。 
 （２）駒場図書館の運営方法と事務組織について  
   西郷委員長から経緯及び概要の説明があった。引き続き、石井駒場図書館長から、資料３にもと

づき詳細な説明があった。 
   資料３駒場キャンパス図書課の運営体制（案）及び駒場キャンパス図書館事務運営に関する申し

合わせ（案）のとおり了承された。 
 （３）総合図書館国際資料室関係規則の廃止について  
   藏野課長から、資料４，５にもとづき説明があった。 
   国際資料室の位置付け等の確認が行われ、提案のとおり了承された。 
 
３．報告事項 
 （１）「新たな評価制度」（第２次試行）と図書系職員職務行動シートについて  
   星野部長から、資料６にもとづき報告があった。委員からは、評価制度に対する質問及び要望が

だされた。 
 （２）附属図書館サービス特別委員会（第１・２回）  
   堀委員（サービス特別委員会委員長）から、資料７にもとづき報告があった。 
 （３）柏図書館運営委員会（第１回）  
   三谷柏図書館長から、資料８にもとづき報告があった。 
 （４）平成１９年度附属図書館特別展示会の企画について  
   藏野課長から、資料９にもとづき報告があった。 
 （５）Google Library Projectの最近の動向について  
   西郷委員長から、日本で慶応大学の図書館が参加することとなったとの報告があった。 
   副委員長から、資料電子化に関連する情報の紹介があった。 
 （６）附属図書館年次報告等 
   栃谷課長から、平成１８年度東京大学附属図書館各図書館（室）年次報告及び平成１８年度附属

図書館活動報告書について報告があった。 
                            
〈閉 会〉 


